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Stage
Activity 1

Stage Activityでは，テーマ別の自己表現活動を通してここまでのUnitの学習で身についた力を
確かめます。4技能5領域を統合的に扱い，「話す」「書く」活動で評価します。

▲3年 pp.48-49 ▲3年 p.50

発表

Unitで学習したことを活用
したスピーキングテストなど，
パフォーマンス評価にも最適
です。

　 「話す［やり取り］」
　 「話す［発表］」
　 「書く」
の各領域を重点化した活動
が学年に1つずつあります。

自由にアレンジして活動
しやすい，定番のテーマ
を設定しています。

Unitの成果を確認

1年

1. 自己紹介のポスター作り 
2. 好きな有名人についてやり取り 
3. 思い出の行事のスピーチ 2年

1. 将来の自分への手紙 
2. クラス内で調査して発表 
3. 町のおすすめの場所の紹介 3年

1. 部活動・委員会活動の報告 
2. 日本文化のパンフレット作り 
3. ミニ・ディベートに挑戦 

配当時間 各2時間 配当時間 各3～4時間 配当時間 各4時間

Stage Activityの内容一覧

STEP 2では即興で，
最後のSTEP 4では
原稿を推敲してから
「発表」します。

重点領域活動
教科書紙面で赤枠で示されています。
ここでは「発表」を重点的に扱います。

巻末のCAN-DOリストを
使って評価します。

本誌p. 7

UnitからStage Activityへの流れ
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情報を整理してまとめて書く
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相手から聞いた「〇〇歴」を発表
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Stage Activity
部活動などをふり返って活動報告
（発表 ⇒ 書く・やり取り など ⇒ 発表）

pp.48-50

「目的・場面・状況」を明示して
モチベーションを高めます。

目的
場面
状況

Stage 
Activity

一貫したCAN-DOリストに基づく全体構成の中で，Unitの学習を積み上げた先にあるのがStage Activityです。
各学年3つのStage末にあるStage Activityでは，領域統合的なパフォーマンス活動を行い，
そこまでの学習を確認することができます。

発表

　　3年Stage 1例




